
令和５年度 事 業 報 告 

 

１、 事業の概要 

七飯町シルバー人材センターは、地域社会の支え手となるようシルバー理念に基づいて、

円滑な運営に留意しながら事業推進に取り組んできました。 

また会員拡大の取り組み等の課題は、依然として続いており、継続した諸活動が求めら

れております。 

いっぽう地域情勢では、景気回復が進展せず、新型コロナウイルスの影響もあり厳しい

経済情勢となっております。このような情勢のもと、センター会員の就業も厳しい環境下

にあり、令和５年度の受注金額は、配分金の改定に伴いいずれも増収となりました。しか

し、残念ながら受注件数では、対前年若干の減小となりました。冬季の除雪の影響が左右

したようにも思います。 

 内訳別では、公共の受注額が対前年 2,127 千円の増収、民間企業からの受注額において

は、対前年 1,677 千円の増収、一般家庭からの受注額は、対前年 938 千円の増収となりま

した。 

今後とも、三つのモットーや一会員一会員拡大をもとに、会員・役職員一体となってシ

ルバー事業の発展のため普及啓発・就業機会の確保に更なる努力が望まれるところです。 

事業の推進に深い御理解と御支援をいただいた七飯町をはじめ多くの企業や町民の皆様

に心から感謝申し上げます。 

 令和５年度の事業実績の概要は次の通りです。 

区 分 

平成５年度 令和４年度  

金額前年

度対比％ 

件 数 金 額 構成比% 件 数 金 額 構成比% 

公 共 38 22,500,406 42.3 40 20,373,390 40.1 110.4 

民間企業 34 24,073,334 45.2 29 22,396,354 45.7 107.5 

一般家庭 669 6,620,015 12.5 703 5,681,943 14.2 116.5 

合 計 741 53,193,755  772 48,451,687  109.8 

 

２、 事業実施状況 

（１）事業普及啓発活動の推進 

事業の発展のための普及啓発活動は極めて重要です。 

会員等による口コミＰＲやチラシの配布（７月）、センターでの横断幕等の掲示（１ 

０月）・や新聞のチラシ折込みの実施（１回）を行い、また、会員拡大に向けて入会 



説明会の開催（４回）を行い、会員拡大に努めました。とりわけ会員の仕事の出来 

映えが最大の就業機会の確保拡大につながるとして「親切・丁寧・いい仕事」の提 

供に努めました。 

（２）就業機会の確保拡大と公平化 

  会員の適正な就業を目指し、会員状況調査及び「就業期限基準」適用就業先の希

望調査により、会員の就業ニーズについて情報を把握し、就業の公平化に努めまし

た。また、モットーである「一人一就業開拓」運動の継続を行い就業拡大に向けて

努めました。長期就業の交替については、「適正就業部会」において協議検討し、就

業交替について一定の成果を収めてきたところです。また、就業率については、ロ

ーテーション就業やワークシェアリングにより、就業率の向上を図ってきましたが、

今年度は 71.4％となりました。 

＊長期就業の交替状況 （5 年 9 月末） 

□ 交替対象者数（当初）     5 人         

□ 交替した人数             8 人 

□ 交替対象者数（追加）    3 人 

（３）就業技能とマナーの向上 

就業に対する苦情は年々少なくなっていますが、発注者からの多様なニーズに応

えるため、チラシ配布や新聞折込等のＰＲにより会員の増強や仕事の質的な高さに

も配慮し、努力してきました。いい仕事をするためには会員の知識技能のレベルア

ップは欠かせないものであり、本年度は機械による草刈講習会を実施しました。 

なお、併せてボランティア活動として、公共地の草刈奉仕を行いました。 

    また、地域社会への貢献の一環として桜町共同墓地での清掃ボランティア（春・

秋）を２回実施し７３名の参加がありました。 

    

開催日 講習会名 講 習 内 容 参加人数 

5 月 23 日 機械草刈講習 草刈機の操作・保守及び安全作業 17 名 

6 月 20 日 剪定講習 樹木の剪定及び安全作業 4 名 

 

（４）会員相互の親睦・連携及び組織強化 

  ①福利厚生活動 

 会員相互の親睦と交流を図るために、互助会が中心になり、毎年恒例の諸行事で

ある、パークゴルフ（５回）、一泊旅行、新年交流会を企画し、一定の成果を収めて

おります。 

 

  ②組織強化 



    会員相互の親睦を深めると共に、センター運営についての会員の声を反映させ、

意思の疎通を図る上で大切なものです。年間 2 回の地域班長会議を開催し、地域班

の学習を深め、意見交換を行いながら進めてきました。     

各地域班会議の開催では、各地域の班長・副班長等のご協力によりまして、それ

ぞれ魅力ある場として活用されており、今年度の開催数は、12 地域班のうち 11 班の

開催になりました。また、各地域班会議ではセンターの現況をお知らせするととも

に、会員への意見交換では様々なご意見・ご要望をいただきました。 

なお、地域班会議実施班の平均出席率は約 44％になっております。 

 

 

（５）健康・安全就業対策の促進と事故防止 

  就業中の安全は全てに優先されるものです。 

安全委員会を中心に、機械器具の安全点検、安全研修会開催、安全パトロールの実

施、安全就業の呼びかけ、「安全の日」の設定、安全便りの発行、安全標語の募集等

により、事故防止と安全就業活動を展開しました。また、事故防止の観点から会報

による健康診断の自主検診の呼びかけを行っています。 

今年度は、無事故継続中です。今後に向けていっそう安全就業に向けた取り組みが

必要です。引き続き安全就業に配慮して、今後も事故皆無の大目標にむけて継続し

た取組が必要です。 

 

（６）役員研修および事務局体制の充実 

  理事による適正就業部会・広報企画部会・安全部会・福祉家事援助部会の専門部

会を組織し、役員の運営活性化、運営参画に努めてきました。 

    事務局体制の充実については,定期的に事務局会議を開催し運営上の諸課題の解決 

還流と共に各種研修会・講習会に参加し職員の資質向上に努めました。 

 

（７）関係機関・団体との連携 

  センター事業の適正、円滑な運営をはかるため町・道・国などの各行政機関及び

全国シルバー事業協会・北海道シルバー連合会など関係機関との連携を図りました。 

 また、昨年の１２月には、七飯町長及び町議会議長へも支援要請を行っております。 

 

（８）職業紹介事業の実施 

  会員としての就業のほかに臨時的、短期的な業務及びその他軽易な業務に関する

雇用による就業を希望する高齢者を対象として職業紹介業務ができます。 

 

  各種会議・研修会等の開催状況 



 

（１） 理事会 

 

年 月 日 回 報 告 事 項 議   案 

5・5・9 

（火） 

 

１ 

 

①業務動向 

②会員の入退会 

 

①令和４年度予算流用 

②部会構成 

③令和５年度定時総会議案審議 

5・5・26 

（金） 

２ 

 

 ①理事長、副理事長、常務理事の

選定 

5・9・26 

（火） 

  

 

 

３ 

 

 

 

①業務動向 

②会員の入退会 

③役員執行状況報告 

④適正就業部会報告 

⑤令和５年度８月累計事業実績 

①保存文書廃棄 

②普及啓発月間の取組 

 

5・12・22 

（金）  

４ ①業務動向 

②会員の入退会 

③自治体への要請活動 

④令和５年度１１累計事業実績 

①配分金見積基準改正 

②事務費規定改正 

 

6・3・27 

（水） 

  

 

 

５ 

 

 

 

①業務動向 

②会員の入退会 

③役員賠償責任保険料徴収 

④役員執行状況報告 

⑤令和５年度２月累計事業実績 

 

①令和６年度事業計画及び収支予

算 

 

（２） 地域班長会議 

 

年 月 日 回 会   議   内  容 

 5・7・18

（火） 

１ ①理事長挨拶          ②センターからの連絡事項 

③会員への配達委託       ④意見交換 

 6・1・11 

（木） 

２ ①理事長挨拶          ②センターからの連絡事項 

③会員への配達委託       ④意見交換  

 

（３）新会員入会説明会 



 

年 月 日 開  催  場  所 参加数 備   考 

5・6・10 

5・9・11 

5・12・6 

6・3・7 

鶴野地域センター 

文化センター 

大中山コモン 

文化センター 

４名 

４名 

２名 

１０名 

２名 

１名 

１名 

 

 

（４）安全委員会 

  

年 月 日 回 内      容  備  考 

5・5・19 

（金） 

１ ①年間活動計画   ②今年度の重点目標 

③安全宣言、安全推進標語の募集  

 

 

5・8・25 

（金） 

２ ①安全委員会の体制   ②無事故継続 

③現場パトロールの実施報告 

④安全推進標語の選考  

 

 

 

6・3・5 

（火） 

 

 

３ ①令和５年度の反省 

ア 安全委員会業務報告 

イ 事故状況報告 

②来年度の取り組み  

 

 

 

 

 

（５）専門部会 

 

 

年 月 日 名 称 内    容  備  考 

5・ 6・13（火） 広報部会 会報第９０号の企画  

5・ 8・4（金） 適正就業部会 交替者の選定  

5・ 10・25（水） 広報部会 会報第９１号の企画  

5・11・24（金） 広報部会 会報第９２号の企画  

 

 

 

 



(1)　月別事業実績

1.就業実人員の合計は、4月から3月まで1回以上就業した実人員数です。

2.就業率の合計は、(就業実人員<110>÷3月末会員数<154>)×100で算出しています。

(2)　発注先別事業実績

53,193,755 109.8

3,335,637 117.8

8,464 45,354,157 3,884,766 3,954,832

3,001,457 73,332

計 741 110 71.4

109.2

3月 23 67 43.5 560 260,848

101.2

2月 21 61 39.6 512 2,727,058 59,404 236,747 3,023,209

94.2

1月 28 65 42.2 574 2,906,497 52,991 252,652 3,212,140

105.8

12月 29 60 39.0 559 2,912,070 54,600 252,445 3,219,115

118.3

11月 23 74 48.1 608 3,235,674 214,854 281,081 3,731,609

102.4

10月 58 80 52.3 757 4,125,599 431,625 360,844 4,918,068

115.8

9月 66 88 58.3 814 4,462,483 579,917 389,869 5,432,269

109.0

8月 104 84 56.0 812 4,343,894 477,657 378,944 5,200,495

113.8

7月 106 88 58.7 935 4,948,646 661,734 432,357 6,042,737

117.5

6月 128 86 57.3 940 4,919,647 578,546 431,454 5,929,647

109.8

5月 87 86 57.7 788 4,332,146 418,927 378,104 5,129,177

前年度
対   比

(％)

4月 68 80 55.2 605 3,438,986 281,179 299,487

月別
受   注
件   数

(件)

就 　業
実人員

(人)

就業率
(％)

就   業
延人員

(人)

契約金額

配分金
(円)

材料費
(円)

事務費
(円)

8,776 8,464 96.4 48,451,687 53,193,755 109.8

24,073,334 107.5

116.5

772 741 96.0

1,584 99.2 5,681,943 6,620,015703 669 95.2 1,596

110.4

29 34 117.2 3,460 3,051 88.2 22,396,354

3,829 102.9 20,373,390 22,500,40640 38 95.0 3,720

令和4年度
前年度
対比(%)

令和5年度　　事　　業　　実　　績

発   注   先
令和5年度令和4年度 令和5年度令和4年度

計
(円)

4,019,652

計

一 般 家 庭

民間事業所

公　　　　共

契約金額(円)就業延人員(人)受注件数(件)

前年度
対比(%)

前年度
対比(%)

令和5年度



(3)　会員登録状況

(単位：人)

(4)　地域班別会員登録状況

(単位：人)

4 18

藤城・峠下 8 3 11

総計 120 34 154緑町・鶴野 10 3 13

大沼 14鳴川2 8 1 9

大中山 11

2 7

鳴川1 11 1 12 2 13

本町3 11 4 15 大川3 5

2 14

本町2 10 3 13 大川2 16 5 21

本町1 4 4 8 大川1 12

地域班名 男 女 計地域班名 計女男

計

女

0 2

34

154

0 1

性別
70歳以上65歳～69歳60歳～64歳60歳未満

男 120 1 15 104

19 133

0

4 29

年　　　　齢　　　　別
会員数


